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社会・国民に支持される科学技術 

 1 科学技術が及ぼす倫理的・法的・社会的課題への責任ある取組 

（１） 研究者・技術者倫理観の確立 

昨今、我が国では、研究活動において、データの捏
ねつ

造
ぞう

、改ざん、盗用等の不正行為が相次いで

指摘されるようになっているところである。このような科学研究における不正行為は、真理の探

求を積み重ね、新たな知を創造していく営みである科学の本質に反するものであると同時に、人々

の科学への信頼を揺るがし、科学の発展を妨げるものであることから、絶対にあってはならない

ものである。 

平成18年２月に総合科学技術会議が決定した「研究上の不正に関する適切な対応について」を

受けて、平成18年11月には「競争的資金の適正な執行に関する指針（競争的資金に関する関係府

省連絡会申し合わせ）」を改正し、捏
ねつ

造
ぞう

、盗用などの研究上の不正行為が明らかになった場合の措

置について定めた。その後、関係府省においてガイドラインの整備、公募要領への反映等が進め

られた。 

文部科学省では、科学技術・学術審議会の下に「研究活動の不正行為に関する特別委員会」を

設置し、平成18年８月に、文部科学省、資金配分機関及び大学等研究機関が構築すべきシステム

やルールに関するガイドラインを取りまとめた。これを受け、関係機関に対し、告発等の受付窓

口の設置、調査体制の整備、これらに係る関係規程の整備等不正行為への対応に関する取組を要

請するとともに、文部科学省自らも同年11月に告発受付窓口を設置した。 

農林水産省においても、同年12月、研究活動の不正行為への対応についてのガイドラインを取

りまとめ、関係機関に不正行為への対応に関する取組を要請するとともに、告発受付窓口の設置

を行った。 

日本学術会議では、平成18年10月に、科学者が遵守すべき倫理規範を定めた声明「科学者の行

動規範について」を策定し、平成20年４月には、日本学術会議の総意に基づく対外的誓約として、

声明「日本学術会議憲章」を策定した。 

（２） ライフサイエンスにおける生命倫理・安全に対する取組 

近年のライフサイエンスの急速な発展に伴って生じ得る生命倫理上の問題に適切に対処するた

め、総合科学技術会議においては重要事項についての調査・検討等を行っており、文部科学省、

厚生労働省等では必要な法令・指針の整備及び運用を行っている（第２部第２章第２節１参照）。 

（３） ナノテクノロジーの社会的影響に対する取組 

ナノテクノロジーが社会に受け入れられ、発展するためには、その技術が社会に与える影響や

ナノ物質が人体・環境に与える影響等を正しく評価する必要がある。このため、科学技術振興調

整費「ナノテクノロジーの社会受容促進に関する調査研究」等の成果を受け、物質・材料研究機

構において「ナノマテリアルの社会受容のための基盤技術の開発」を実施している（第２部第２

章第２節４参照）。 
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 2 科学技術に関する説明責任と情報発信の強化 

我が国の国民の多くは科学技術が社会に貢献していると感じており、地球環境問題や生活面で

の安全性や安心感、心の豊かさなどの面において科学技術に大きな期待が寄せられている一方で、

科学技術の急速な進歩に対して不安を感じている人も少なくない。今後、ますます発展する科学

技術が円滑に社会に受け入れられていくためには、科学技術の成果を国民に還元するとともに、

それを分かりやすく説明するなど、国民が科学技術を評価し判断できるよう説明責任と情報発信

を強化し、国民との対話を進めていくことによって、国民の理解と支持を得ることが重要である。 

文部科学省では、平成17年度より、科学技術振興調整費の「重要課題解決型研究等の推進」プ

ログラムにおいて、直接経費の３％程度をアウトリーチ活動1に充当すること、さらに、アウトリー

チ活動について中間評価、事後評価の対象とすることを公募要領において規定している。 

また、子どもたちの科学技術に対する興味・関心を高めていくため、科学技術振興機構におい

て、マンガで分かりやすく解説した「子ども科学技術白書」を作成している。平成20年度は、「指

令！地球温暖化を調査せよ」というタイトルで、地球温暖化に関する科学的内容を小学生向けに

分かりやすく解説し、全国の公立小学校、図書館などに無償配布している。 

農林水産省では、農林水産業に関する研究開発の状況や成果等について分かりやすく伝えるた

め、青少年・消費者・生産者と対象を明確にし、自ら体験するイベントに重点を置いた「アグリ

科学教室事業」を実施している。また、遺伝子組換え技術の分野においては、生産者、消費者等

を対象に、遺伝子組換え農作物の研究開発に対する理解の増進を目的とした情報提供や意見交換

を行うコミュニケーション活動を推進している。また、試験研究独立行政法人においても、年間

を通して、一般公開や講演会などを実施し、研究活動の紹介や成果の展示等の普及啓発に努めて

いる。 

 3 科学技術に関する国民意識の醸成 

国民が科学技術を身近に感じ、強い関心を抱くような社会をつくり上げていくためには、科学

技術に親しむ多様な機会を提供するなど、国民に分かりやすく親しみやすい形で科学技術を伝え、

対話を通じて説明責任と情報発信を強化する活動及び国民の科学技術に関する基礎的な知識・能

力の向上に資する取組を進めることが重要である。 

（１） 科学技術に関する基礎的素養（科学技術リテラシー）の向上のための取組 

成人段階で求められる科学技術に関する知識や能力を明らかにすることは、国民の科学技術に

対する意識の醸成、理数教育の向上に資すると考えられる。このため、平成20年３月に、文部科

学省国立教育政策研究所と内閣府日本学術会議の共同プロジェクトとして、科学者・技術者など

が広く参画して科学技術リテラシー像（科学技術に関する知識・技術・物の見方を分かりやすく

文章化したもの）を策定し、ホームページ（http://www.science-for-all.jp/）上での公開やシンポジ

ウムの開催を通じてその普及を図っている。また、これを踏まえ、平成20年９月には、日本学術

会議において、報告「21世紀を豊かに生きるための『科学技術の智』」を取りまとめた。 

                                                  
1 アウトリーチ活動：分かりやすく親しみやすい形で人々に科学技術を伝え、対話を深めて人々の要望や不安を酌み取って、自らの科学技術

活動に反映させていく活動 
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（２） 科学技術と文化や芸術との融合 

近年、科学技術は物質的豊かさだけでなく心の豊かさにも貢献すべきであるとの声があり、科

学技術と文化や芸術とを融合した取組が行われている。このような科学技術と文化芸術の出会い

は、新たな芸術作品を誕生させて心の豊かさに貢献する一方、独創的な新技術を創出するなど、

科学技術の新たな知を創出する源となる可能性を秘めている。 

平成20年度は、研究者とクリエーターの出会いの「場」や、新しいコミュニティを形成するた

め、第12回文化庁メディア芸術祭の協賛展として、技術展示「先端技術ショーケース '09」及び

テーマシンポジウム「テクノロジーが支える日本のメディアアートの魅力」を開催した。この他、

科学技術と文化の融合による新たな研究開発の分野において、各種課題が推進されている。 

（３） 科学館活動の充実強化 

（日本科学未来館の運営） 

科学技術振興機構が運営する日本科学未来館では、最新の科学技術を分かりやすく紹介する展

示・解説を行うとともに、講演やイベントの企画などを通じて、研究者と国民の交流を図ってい

る。また、我が国の科学技術理解増進活動の中核拠点として、地域の科学館への巡回展示や人材

の育成などを行っている。 

（全国各地域の科学館活動の支援） 

科学技術振興機構では、全国各地域の科学館の理解増進活動を一層充実したものとするために、

科学館等が地域の身近な場で行う実験教室やイベント、学校への出前教室など、児童・生徒や地

域住民が科学技術・理科を体験し、学習する機会の充実に向けた取組を支援している。 

（国立科学博物館の活動） 

国立科学博物館では、同館が蓄積する研究成果や標本資料などの知的・物的・人的資源を活
い

か

して、青少年から成人まで幅広い世代に自然や科学の面白さを伝え、共に考える機会を提供する

展示や学習支援活動を実施している。また、国内の主導的な博物館として、モデル的・先導的な

プログラムの開発に取り組んでいる。「サイエンスコミュニケータ養成実践講座」を開講するなど

科学技術の理解増進活動に取り組む人材の育成を図るとともに、学校と連携した科学的体験学習

プログラム、世代やライフステージに応じた科学リテラシー涵
かん

養
よう

のためのモデルプログラム等の

開発を進めている。さらに、自然と科学の情報誌「ｍｉｌｓｉｌ」の発行、話題性の高い科学に

関する情報をホームーページで分かりやすく解説する「ホットニュース解説」など、広く国民全

体に対して積極的に情報を発信し、科学リテラシーの涵
かん

養
よう

に資している。このほか、大学・研究

機関の最先端の研究についてその内容や成果を分かりやすく発信する企画展「発見！体験！先端

研究＠上野の山シリーズ」の開催、全国の科学系博物館等の標本資料情報や展示情報をインター

ネットで横断的に検索することができるシステム「サイエンスミュージアムネット」の構築など、

全国の科学系博物館や大学・研究機関と連携した科学技術理解増進活動を推進している。 

（４） 大学・研究機関の活動 

大学等における科学技術に関する公開講座の実施や、科学技術に関する授業を開講等している

放送大学の充実・整備を図るなど、科学技術の理解増進に資する施策を実施している。また、科

学者から直接語りかけるという交流を通して科学と向き合うことの面白さ等を広く理解してもら
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うために、「サイエンスカフェ」や、若い世代の科学・科学技術分野への興味・関心を高めるため

の体験学習活動として、「女子中高生夏の学校」等の様々なイベントを開催している。 

日本学術振興会では、科学研究費補助金による最新の研究成果を、小・中学生や高校生に体験・

実験・講演を通じて分かりやすく紹介する事業として「ひらめき☆ときめきサイエンス」を実施

している。 

日本学術会議では、学術の成果を国民に還元するための活動の一環として公開講演会を開催し

ており、平成20年度は５回実施した。テーマはそれぞれ「地球温暖化－科学者からのメッセージ」、

「医療のイノベーション －信頼に支えられた医療の実現のために－」、「地球を救う みんなの知

恵 －最新の科学が明らかにする地球環境の過去と未来」、「学術分野における男女共同参画促進の

ために」、「環境学から切り開く日本の展望」であった。また、学術の様々な分野の研究成果や動

向等について、市民と語り合い、生の声を聞くことを通して、今後の議論等にもつなげていくた

め、「サイエンスカフェ」を実施している。 

宇宙航空研究開発機構では、次世代を担う青少年に対し、宇宙をはじめとする科学技術全般へ

の興味を高めるとともに、子どもたちの科学的な観察・思考・課題解決能力を養うため、「コズミッ

クカレッジ」や「宇宙学校」をはじめとする様々な教育活動や教育支援活動等を行っている。 

産業技術総合研究所では、常設展示施設として、サイエンス・スクエア つくば／臨海、地質標

本館、ＪＩＳパビリオン等を備えている。平成20年度は全国７拠点で一般公開を行い、延べ約１

万1,000人の来場があった。また、我が国最大級の公的研究機関として、科学技術について広く一

般社会の理解を得られるよう、サイエンスカフェ・実験教室・出前講座等のサイエンスコミュニ

ケーション事業を積極的に実施している。 

（５） 地域において科学技術に親しみ、学習する機会の充実 

科学技術振興機構では、各地域の科学技術理解増進活動を推進するため、科学館や大学、地方

公共団体、ボランティア等による実験教室やイベントの開催、ネットワークの構築などを支援し

ている。 

また、国立青少年教育振興機構に設置されている「子どもゆめ基金」により、民間団体が行う

子どもの科学体験活動などの体験活動等に対して助成を行っている。 

（６） 全国各地への科学技術情報の発信 

科学技術振興機構では、科学技術に関するトピックや身近に活用されている科学技術など、青

少年をはじめとする国民一般に科学技術を分かりやすく紹介する番組を制作している。制作した

番組は、国立青少年教育振興機構により「サイエンスチャンネル」として、ＣＳ放送、ケーブル

テレビなどを通じ全国に配信されており、番組の普及を図るため、インターネットでも提供して

いる（http://sc-smn.jst.go.jp）。 

ま た 、 青 少 年 が 科 学 技 術 を 分 か り や す く 体 験 で き る 「 Ｊ Ｓ Ｔ バ ー チ ャ ル 科 学 館 」

（http://jvsc.jst.go.jp）を、インターネットを通じて広く提供している。 

（７） 科学技術週間 

平成20年４月14日～20日に、試験研究機関、地方公共団体など関連機関の協力を得て第49回

「科学技術週間」を実施した。同週間中は、全国各地の関連機関において、施設の一般公開や実

験工作教室、講演会の開催などの各種行事が実施された。平成20年度は、東京・有楽町において
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「科学と音楽の夕べ」を行うとともに、文部科学省情報ひろばラウンジなどで研究者と一般の方

とがお茶を飲みながら科学技術について気軽に話し合う「サイエンスカフェ」などを毎日開催し

た。 

（８）科学技術に関する表彰等 

（科学技術分野の文部科学大臣表彰） 

文部科学省では、科学技術に関する研究開発、理解増進等において顕著な成果を収めた者の功

績を讃
たた

える、科学技術分野の文部科学大臣表彰を実施している。本表彰制度は、科学技術に携わ

る者の意欲の向上を図り、我が国の科学技術水準の向上に寄与することを目的としている。平成

20年４月15日、虎ノ門パストラルにおいて表彰式を行った（第２-４-１表）。 

 
第２-４-１表  平成20年度科学技術分野の文部科学大臣表彰受賞者一覧 

  

 ○ 科学技術特別賞(特に優れた成果を上げた者) １名 

   山中 伸弥 

   国立大学法人京都大学物質細胞統合システム拠点 iPS細胞研究センター長／再生医科学研究所 教授 
 

 ○ 科学技術賞（開発部門） 

氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

秋
あき

葉
ば

 重
しげ

幸
ゆき

 
ＫＤＤＩ株式会社 執行役員 兼株式会社ＫＤＤ

Ｉ研究所 代表取締役所長 

大容量波長多重光海底ケーブルシステムの開

発 

飯
いい

場
ば

 正
まさ

紀
のり

 独立行政法人建築研究所 構造研究グループ長 
戸建て住宅に適した免震機構の地震時挙動に

関する研究開発
 

石
いし

川
かわ

 成
せい

寿
じゅ

 栃木県農業試験場 生物工学部 部長 
環境に優しい生物農薬タラロマイセス フラバ

ス水和剤の開発 

今
いま

本
もと

 恒
つね

雄
お

 国立大学法人千葉大学 大学院理学研究科 教授
触媒的不斉合成に有用な光学活性ホスフィン

配位子の開発 

上
うえ

山
やま

 徹
てつ

男
お

 
シャープ(株) ＡＶシステム事業本部 Ａ1257－

１ プロジェクトチーム(Ａ) チーフ 

酒
さか

井
い

 啓
けい

至
じ

 
シャープ(株) 生産技術開発推進本部 精密技術

開発センター ナノプロセス開発室 主任研究員

三
み

木
き

 錬
れん

三
ざぶ

郎
ろう

 
シャープ(株) 生産技術開発推進本部 精密技術

開発センター 精密システム開発室 主事 

牧
まき

岡
おか

 廣
ひろ

重
しげ

 
シャープ(株) 生産技術開発推進本部 生産技術

開発センター 第５開発室 主事 

位相シフトＤＰＰ法による光ピックアップ

サーボ技術の開発 

坂
さか

 哲
てつ

彌
や

 早稲田大学 理工学術院 教授 
界面電気化学の確立による高密度記録用小型

磁気ヘッドの開発 

大
おお

屋
や

 裕
ゆう

二
じ

 国立大学法人九州大学 応用力学研究所 教授 
超高効率な発電性能を有する風レンズ風車の

開発 

尾上
お の え

 誠
せい

蔵
ぞう

 (株)NTTドコモ 無線アクセス開発部 部長 

山
やま

本
もと

 浩
こう

治
じ

 (株)NTTドコモ 研究開発推進部 部長 

村
むら

瀨
せ

 淳
あつし

 (株)NTTドコモ 総合研究所 所長 

佐
さ

和
わ

橋
はし

 衛
まもる

 
武蔵工業大学 知識工学部 情報ネットワーク工

学科 教授 

IMT-2000（W-CDMA）システムの開発 

加
か

藤
とう

 将
まさ

人
と

 NSKプレシジョン(株) 技術本部 試験研究部員

水
みな

口
くち

 淳
じゅん

二
じ

 
NSKプレシジョン(株) 技術本部 BS技術部 BS

開発室員 

矢部
や べ

 孝之
たかゆき

 
NSKプレシジョン(株) 営業本部 関西支社 販

売技術グループ長 

宮口
みやぐち

 和
かず

男
お

 NSKプレシジョン(株) 技術本部 BS技術部長 

ボールねじの高速・静音技術の開発 

國
くに

重
しげ

 和俊
かずとし

 国立大学法人香川大学工学部 教授 
極低温巻取法による新熱延製造金属学の研究

開発 
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氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

久野
く の

 徹
てつ

也
や

 
三菱電機(株) 先端技術総合研究所 開発戦略部

企画グループ 主席研究員 

杉浦
すぎうら

 博明
ひろあき

 
三菱電機(株) 先端技術総合研究所 映像入出力

技術部 部長 

山下
やました

 孝一
こういち

 
三菱電機(株) 先端技術総合研究所 映像入出力

技術部 撮像技術グループ 主席研究員 

的
まと

場
ば

 成
なり

浩
ひろ

 
三菱電機(株) 情報技術総合研究所 SOC技術部

カラーイメージングチーム チームリーダ 

撮像装置の高速露出制御技術の開発 

久
く

 重英
しげひで

 
東芝メディカルシステムズ(株) MRI事業部 MRI

開発部 システム開発担当 参事 

ＭＲＩ装置のＥＰＩ法における基本画像化技

術の開発 

坂入
さかいり

 実
みのる

 (株)日立製作所 基礎研究所 主管研究長 
リアルタイム質量分析技術によるセキュリ

ティシステムの開発 

佐々木
さ さ き

 君
きみ

章
あき

 
(財)鉄道総合技術研究所 車両構造技術研究部 主

任研究員 

川
かわ

﨑
さき

 治彦
はるひこ

 
ＫＹＢ株式会社 ＫＹＢ史料館 館長 兼ハイド

ロリックコンポーネンツ事業本部 

鉄道車両用可変減衰型振動制御システムの開

発 

佐野
さ の

 雄
ゆう

二
じ

 
(株)東芝 電力システム社 電力・社会システム

技術開発センター 技監 

向井
む か い

 成彦
なるひこ

 

(株)東芝 電力システム社 電力・社会システム

技術開発センター 機器・システム開発部 プラ

ント保全技術担当 グループ長 

落合
おちあい

 誠
まこと

 

(株)東芝 電力システム社 電力・社会システム

技術開発センター 計測・検査技術開発部 検査

技術担当 グループ長 

牧
まき

野
の

 吉
よし

延
のぶ

 

(株)東芝 電力システム社 電力・社会システム

技術開発センター 機器・システム開発部 レー

ザ応用技術開発担当 グループ長 

依田
よ だ

 正
まさ

樹
き

 
(株)東芝 電力システム社 原子力事業部 原子

力機器設計部 容器・構造設計担当 主査 

レーザーを使用した原子炉の検査保全補修技

術の開発 

清水
し み ず

 昌
さかゆ

 国立大学法人京都大学 大学院農学研究科 教授

片岡
かたおか

 道彦
みちひこ

 
国立大学法人京都大学 大学院農学研究科 准教

授 

坂本
さかもと

 恵
けい

司
じ

 
第一ファインケミカル(株) 技術部応用開発担当

担当部長 

八十
や そ

原
はら

 良彦
よしひこ

 
(株)カネカ 研究開発本部 フロンティアバイオ・

メディカル研究所 基幹研究員 

木
き

崎
ざき

 憲之
のりゆき

 
(株)カネカ 研究開発本部 フロンティアバイオ・

メディカル研究所 研究員 

新規な酵素法によるキラル化合物の工業的生

産プロセスの開発 

須賀
す が

 一彦
かずひこ

 
公立大学法人大阪府立大学 大学院工学研究科 

教授 

三次の非線形渦粘性モデルを用いたｋ-εモデ

ルの研究開発 

杉本
すぎもと

 徹
とおる

 
公立大学法人京都府立医科大学 小児科学教室 

特任教授 兼済生会滋賀県病院 院長 

後
ご

藤
とう

 高弘
たかひろ

 
公立大学法人京都府立医科大学 小児科学教室 

研修員 兼ごとうこどもクリニック 院長 

細
ほそ

井
い

 創
はじめ

 
公立大学法人京都府立医科大学 小児科学教室 

准教授 

神経芽腫の血中DNAを用いたMYCN 増幅の

定量法の研究開発 

竹澤
たけさわ

 俊
とし

明
あき

 独立行政法人農業生物資源研究所 主任研究員 
組織再生に有用なコラーゲンビトリゲルの開

発 

田
た

中
なか

 一郎
いちろう

 
住友金属工業株式会社 総合技術研究所 薄板研

究開発部 副主任研究員 

屋
や

鋪
しき

 裕義
ひろよし

 
住友金属工業株式会社 総合技術研究所 薄板研

究開発部 部長研究員 

中山
なかやま

 大成
たいせい

 
住友金属工業株式会社 和歌山製鉄所 薄板生産

技術部 参事 

高効率モータ用無方向性電磁鋼板の開発 

土
つち

屋
や

 弘行
ひろゆき

 
国立大学法人金沢大学 大学院医学系研究科 准

教授 

富
とみ

田
た

 勝郎
かつろう

 
国立大学法人金沢大学 大学院医学系研究科 教

授 

カフェイン併用化学療法と患肢温存縮小手術

の開発 
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氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

寅
とら

市
いち

 和
かず

男
お

 
国立大学法人筑波大学 名誉教授・先端学際領域

研究センター 特任教授  

フルーエンシ情報理論に基づくマルチメディ

ア記述形式の開発 

野
の

村
むら

 寛
ひろし

 
ＪＦＥスチール(株) 専務執行役員 西日本製鉄

所長 

高純度フェライト系ステンレス鋼の高効率型

製造技術の開発 

畑
はた

 祐
ひろ

志
し

 
トヨタ自動車(株) 第３ドライブトレーン技術部

主幹 

小
こ

嶋
じま

 昌洋
まさひろ

 
トヨタ自動車(株) 第３ドライブトレーン技術部

部長 

渡邉
わたなべ

 秀
ひで

人
と

 
トヨタ自動車(株) 第３ドライブトレーン技術部

グループ長 

水谷
みずたに

 竜彦
たつひこ

 
トヨタ自動車(株) HVユニット開発部 グループ

長 

FF SUV用 新ハイブリッドトランスミッショ

ンの開発 

萬代
まんだい

 治文
はるふみ

 
株式会社村田製作所 常務執行役員 モジュール

事業本部長 

高周波用セラミック多層デバイス・モジュール

の開発育成 

宮脇
みやわき

 敦
あつ

史
し

 
独立行政法人理化学研究所 脳科学総合研究セン

ター 副センター長 

唐澤
からさわ

 智司
さ と し

 (有)アマルガム 技術開発部 部長 

バイオイメージング技術のための実用的蛍光

タンパク質の開発 

渡辺
わたなべ

 政廣
まさひろ

 
国立大学法人山梨大学  クリーンエネルギー研究

センター長・教授 

内
うち

田
だ

 裕之
ひろゆき

 
国立大学法人山梨大学 大学院医学工学総合研究

部 教授 

燃料電池の革新的材料およびその構造制御に

関する研究開発 

 

 ○ 科学技術賞（研究部門） 

氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

新
あら

井
い

 仁之
ひ と し

 
国立大学法人東京大学 大学院数理科学研究科 

教授 
視覚と錯視の数学的新理論の研究 

荒
あら

井
い

 滋久
しげひさ

 
国立大学法人東京工業大学 量子ナノエレクトロ

ニクス研究センター 教授 

光通信用1.5ミクロン波長帯半導体レーザの研

究 

磯
いそ

野
の

 春
はる

雄
お

 日本工業大学 工学部 情報工学科 教授 メガネなし立体テレビ方式の研究 

市
いち

來
き

 俊弘
としひろ

 国立大学法人九州大学 大学病院 講師 
アンジオテンシンII受容体の発現調節機構と

機能の研究 

稲
いな

澤
ざわ

 譲
じょう

治
じ

 
国立大学法人東京医科歯科大学 難治疾患研究所

教授 

高精度ゲノムアレイの開発と疾患遺伝子の同

定に関する研究 

犬
いぬ

竹
たけ

 正明
まさあき

 
国立大学法人東北大学 電気通信研究所 客員教

授 

安藤
あんどう

 晃
あきら

 
国立大学法人東北大学 大学院工学研究科 准教

授 

市村
いちむら

 眞
まこと

 
国立大学法人筑波大学 大学院数理物質科学研究

科 准教授 

天
あま

岸
ぎし

 祥光
よしみつ

 国立大学法人静岡大学 名誉教授 

津
つ

嶋
しま

 晴
あきら

 
国立大学法人横浜国立大学 大学院工学研究院 

准教授 

アルヴェン波動現象の物理的解明と工学的応

用の研究 

井上
いのうえ

 光輝
みつてる

 
国立大学法人豊橋技術科学大学 工学部電気・電

子工学系 教授 
磁気光学を用いた固体空間光変調器の研究 

榎
えのき

 敏明
としあき

 
国立大学法人東京工業大学 大学院理工学研究科

教授 

ナノグラファイトの特異な電子・磁気構造の研

究 

遠藤
えんどう

 彌
や

重太
え た

 
国立大学法人愛媛大学 理事・無細胞生命科学工

学研究センター長・教授 

コムギ胚芽を利用する実用的な無細胞タンパ

ク質合成法の研究 

緒
お

形
がた

 俊
とし

夫
お

 
独立行政法人物質・材料研究機構 材料信頼性セ

ンター長 

極低温下での材料試験法の開発と材料特性解

明に関する研究 

沖
おき

 大幹
たいかん

 国立大学法人東京大学 生産技術研究所 教授 
地球水循環・世界水資源統合モデルの構築の研

究 

柏
かしわ

木
ぎ

 孝
たか

夫
お

 国立大学法人東京工業大学 総合研究院 教授 
地球環境に配慮した次世代型空調エネルギー

システムの研究 

川合
か わ い

 眞
ま

紀
き

 
国立大学法人東京大学 大学院新領域創成科学研

究科 教授 

固体表面に吸着した単一分子の化学反応の研

究 
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氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

鯉沼
こいぬま

 秀
ひで

臣
おみ

 
国立大学法人東京大学 大学院新領域創成科学研

究科 客員教授 

松本
まつもと

 祐
ゆう

司
じ

 
国立大学法人東京工業大学 応用セラミックス研

究所 准教授 

伊
い

髙
たか

 健
けん

治
じ

 独立行政法人科学技術振興機構 研究員 

コンビナトリアル固体化学の創成とナノ材料

機能探索の研究 

侯
こう

 召
しょう

民
みん

 
独立行政法人理化学研究所 基幹研究所 主任研

究員 
高性能希土類錯体重合触媒の開発の研究 

洪
こう

 鋒
ほう

雷
らい

 独立行政法人産業技術総合研究所 室長 

稲
いな

場
ば

 肇
はじめ

 独立行政法人産業技術総合研究所 主任研究員 

大苗
おおなえ

 敦
あつし

 独立行政法人産業技術総合研究所 総括企画主幹

美濃
み の

島
しま

 薫
かおる

 独立行政法人産業技術総合研究所 室長 

松本
まつもと

 弘一
ひろかず

 独立行政法人産業技術総合研究所 上席研究員 

光コムによる通信帯標準の周波数計測に関す

る研究 

河本
こうもと

 邦仁
くにひと

 
国立大学法人名古屋大学 大学院工学研究科 教

授 
生物に学ぶセラミックス低温合成法の研究 

小
こ

峯
みね

 秀
ひで

雄
お

 
国立大学法人茨城大学 工学部都市システム工学

科 准教授 

ベントナイト系遮水材の膨潤及び透水特性の

実験と理論の研究 

坂
さか

田
た

 誠
まこと

 
国立大学法人名古屋大学 大学院工学研究科 教

授 

情報理論に基づく電子密度及び核密度分布の

可視化方法の研究 

坂本
さかもと

 慶
けい

司
し

 

独立行政法人日本原子力研究開発機構 核融合研

究開発部門 研究主席 兼加熱工学研究グループ

グループリーダー 

春日井
か す が い

 敦
あつし

 
独立行政法人日本原子力研究開発機構 核融合研

究開発部門  加熱工学研究グループ 

髙
たか

橋
はし

 幸
こう

司
じ

 
独立行政法人日本原子力研究開発機構 核融合研

究開発部門  加熱工学研究グループ 

ITER用大電力高周波加熱装置の定常及び高

効率化研究 

佐田
さ だ

 和
かず

己
き

 
国立大学法人九州大学 大学院工学研究院 准教

授 

親油性高分子電解質を用いた有機物質高吸収

性ゲルの研究 

鈴
すず

木
き

 惣
そう

十
じゅう

 
独立行政法人日本原子力研究開発機構 高速実験

炉部 部長 

仲
なか

井
い

 悟
さとる

 
独立行政法人日本原子力研究開発機構 高速実験

炉部 次長 

前
まえ

田
だ

 幸基
ゆきもと

 
独立行政法人日本原子力研究開発機構 高速実験

炉部 技術主席 

青山
あおやま

 卓史
たかふみ

 
独立行政法人日本原子力研究開発機構 高速実験

炉部 高速炉技術課長 

高速実験炉常陽の高度化とそれによる高速炉

サイクルの研究 

大門
だいもん

 寛
ひろし

 
国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 物質

創成科学研究科 教授 

松
まつ

井
い

 文彦
ふみひこ

 
国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 物質

創成科学研究科 助教 

松下
まつした

 智裕
ともひろ

 
(財)高輝度光科学研究センター 制御・情報部門

主幹研究員 

郭
かく

 方
ほう

准
じゅん

 
(財)高輝度光科学研究センター 産業利用推進室

研究員 

円偏光放射光を利用した立体原子写真法の研

究 

瀧
たき

田
た

 祐作
ゆうさく

 国立大学法人大分大学 工学部 教授 
触媒による新しいフロン分解法の実用化に関

する研究 

竹添
たけぞえ

 秀
ひで

男
お

 
国立大学法人東京工業大学 大学院理工学研究科

教授 

渡邊
わたなべ

 順
じゅん

次
じ

 
国立大学法人東京工業大学 大学院理工学研究科

教授 

バナナ形液晶の研究 

田
た

中
なか

 啓
けい

治
じ

 
独立行政法人理化学研究所 脳科学総合研究セン

ター 副センター長 
物を見て認識する脳内メカニズムの研究 

田路
と う じ

 和幸
かずゆき

 
国立大学法人東北大学大学院 環境科学研究科 

教授 
ナノカプセル素材に関する研究 

中
なか

尾
お

 一
かず

和
わ

 国立大学法人京都大学 大学院医学研究科 教授
新規ホルモンの実用化とトランスレーショナ

ル研究 
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氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

中川
なかがわ

 尚治
たかはる

 
松下電工(株) 先行技術開発研究所 エコプロセ

ス研究室 室長 

卜
うら

部
べ

 豊之
とよゆき

 
松下電工(株) 品質部 車載品質推進グループ 技

師 

前川
まえかわ

 哲
てつ

也
や

 
松下電工(株) 新規商品創出技術開発部 電器開

発部 機能ミスト応用技術開発グループ 

日
ひ

高
だか

 優
まさる

 
松下電工(株) 先行技術開発研究所 エコプロセ

ス研究室 

吉村
よしむら

 毅
たけし

 
(株)松下電工解析センター 材料分析事業部 課

長 

FRPの亜臨界水分解リサイクル技術の研究 

難
なん

波
ば

 孝
たか

夫
お

 国立大学法人神戸大学 大学院理学研究科 教授

木
き

村
むら

 真一
しんいち

 
大学共同利用機関法人自然科学研究機構 分子科

学研究所 准教授 

高輝度赤外放射光の開発と物質科学への利用

研究 

西関
にしぜき

 隆
たか

夫
お

 
国立大学法人東北大学 大学院情報科学研究科 

教授 

離散アルゴリズム設計法と秘密情報共有法に

関する研究 

長
は

谷
せ

川
がわ

 勉
つとむ

 
国立大学法人九州大学大学院 システム情報科学

研究院 教授 
環境モデルに基づくロボット知能の研究 

久
ひさ

田
だ

 俊明
としあき

 
国立大学法人東京大学 大学院新領域創成科学研

究科 教授 

杉浦
すぎうら

 清
せい

了
りょう

 
国立大学法人東京大学 大学院新領域創成科学研

究科 教授 

渡邉
わたなべ

 浩
ひろ

志
し

 
国立大学法人東京大学 大学院新領域創成科学研

究科 講師 

鷲
わし

尾
お

 巧
たくみ

 独立行政法人科学技術振興機構 CREST 研究員

岡
おか

田
だ

 純 一
じゅんいち

 独立行政法人科学技術振興機構 CREST 研究員

マルチスケール・マルチフィジックス心臓シ

ミュレータの研究 

平
ひら

木
き

 敬
けい

 
国立大学法人東京大学 大学院情報理工学系研究

科 教授 

稲
いな

葉
ば

 真理
ま り

 
国立大学法人東京大学 大学院情報理工学系研究

科 准教授 

加
か

藤
とう

 朗
あきら

 
国立大学法人東京大学 情報基盤センター 准教

授 

超遠距離超高速データ通信方式の研究 

前
まえ

野
の

 悦輝
よしてる

 国立大学法人京都大学 大学院理学研究科 教授

西村
にしむら

 博
ひろし

 
元 キヤノンマシナリー(株) 研究開発センター

エキスパート 

池
いけ

田
だ

 伸一
しんいち

 独立行政法人産業技術総合研究所 主任研究員 

菊川
きくがわ

 直
なお

樹
き

 独立行政法人物質・材料研究機構 主任研究員 

河野
こ う の

 智
さとし

 キヤノンマシナリー(株) 技術担当 

高機能イメージ炉の単結晶でのルテニウム酸

化物超伝導の研究 

三
み

島
しま

 修
おさむ

 独立行政法人物質・材料研究機構 フェロー 水のポリアモルフィズムの実験的研究 

三輪
み わ

 謙
けん

治
じ

 
独立行政法人産業技術総合研究所 サステナブル

マテリアル研究部門 主幹研究員 

田
た

村
むら

 卓
たく

也
や

 
独立行政法人産業技術総合研究所 サステナブル

マテリアル研究部門 研究員 

電磁振動プロセスによる高機能金属材料創製

技術の研究 

向
むか

井
い

 剛
こう

輝
き

 
国立大学法人横浜国立大学 大学院工学研究院 

機能の創生部門 固体の機能分野 准教授 

菅原
すがわら

 充
みつる

 
(株)富士通研究所 ナノテクノロジー研究セン

ター センター長代理 

中
なか

田
た

 義
よし

昭
あき

 
国立大学法人東京大学 ナノ量子情報エレクトロ

ニクス研究機構 特任研究員 

光通信用量子ドットレーザの研究 

盛
もり

 英
ひで

三
ぞう

 国立循環器病センター研究所 心臓生理部長 

谷
たに

岡
おか

 健
けん

吉
きち

 特殊法人日本放送協会 放送技術研究所 所長 

河合
か わ い

 敏
とし

昭
あき

 元 浜松ホトニクス(株) 電子管事業部 部門長

竹
たけ

下
した

 聡
さとし

 国立循環器病センター 心臓血管内科 医長 

壇
だん

 芳
よし

彦
ひこ

 
(株)日立メディコ パワーエレクトロニクスセン

ター X線管設計部 部長 

微小血管造影法の研究 
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氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

森
もり

 勇
ゆう

介
すけ

 国立大学法人大阪大学 大学院工学研究科 教授

高
たか

野
の

 和
かず

文
ふみ

 
国立大学法人大阪大学 大学院工学研究科 准教

授 

安
あ

達
だち

 宏
ひろ

昭
あき

 株式会社創晶 代表取締役社長 

井
いの

上
うえ

 豪
つよし

 
国立大学法人大阪大学 大学院工学研究科 准教

授 

松
まつ

村
むら

 浩
ひろ

由
よし

 国立大学法人大阪大学 大学院工学研究科 助教

高精度構造解析用革新的タンパク質結晶化と

加工技術の研究 

守
もり

谷
や

 健
たけ

弘
ひろ

 
日本電信電話(株) 先端技術総合研究所 コミュ

ニケーション科学基礎研究所 特別研究室長 
高能率音声音響信号符号化の研究 

山
やま

中
なか

 一
かず

司
し

 
国立大学法人東北大学 未来科学技術共同研究セ

ンター 教授 

球の弾性表面波の多重周回現象とセンサへの

応用に関する研究 

 

 ○ 科学技術賞（科学技術振興部門） 

氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

長
なが

町
まち

 三
みつ

生
お

 国立大学法人広島大学 名誉教授 消費者感性に根ざした感性工学技術の振興 

渡
わた

邉
なべ

 千
ち

 
国立大学法人東京工業大学 大学院社会理工学研

究科 教授 

イノベーションの経済社会効果解析技術の振

興 

 

 ○ 技術部門 

氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

秋
あき

良
ら

 浩
こう

一
いち

 株式会社あじかん 開発部 

原
はら

 浩
こう

一
いち

郎
ろう

 株式会社あじかん 開発部  主事 
玉子製品および製造に関する加工技術の開発 

阿
あ

部
べ

 貞
さだ

才
とし

 不二輸送機工業(株) 商品開発部 課長 
低消費電力型・高速パレタイジングロボットの

開発 

安
あん

澤
ざわ

 義
よし

彦
ひこ

 朝日酒造株式会社 研究開発課 課長 
清酒醸造における蒸米硬度と消化性に関する

開発 

浦
うら

 治
はる

男
お

 株式会社ソアテック レーザー応用研究所 所長
可搬型レーザー式三次元測定機「ソアリングア

イ」の開発 

遠
えん

藤
どう

 隆
たか

昭
あき

 (株)技研 代表取締役会長 大型PRCボックスカルバート工法の開発 

奥
おく

野
の

 昌
まさ

生
お

 (株)島精機製作所 メカトロ開発部員 横編機を用いた編地端部の接合方法の開発 

佐
さ

々
さ

岡
おか

 良
りょう

介
すけ

 (株)コトガワ 代表取締役 高機能屋根瓦の開発 

杉
すぎ

山
やま

 政
まさ

則
のり

 
国立大学法人広島大学 大学院医歯薬学総合研究

科 教授 

野
の

村
むら

 和
かず

弘
ひろ

 野村乳業株式会社 取締役 

醸造副産物と植物乳酸菌を利用した新規ヨー

グルトの開発 

長
なが

倉
くら

 正
まさ

次
つぐ

 丸仲工業株式会社 代表取締役社長 
均一めっき処理を可能にした電気めっき処理

システムの開発 

名
な

取
とり

 悦
えつ

二
じ

 スガ試験機(株) 取締役 製造本部長 複合腐食サイクル試験装置の開発 

二
ふた

木
き

 亮
りょう

 株式会社サーマル 代表取締役会長 廃アルミ缶利用による騒音吸収材の開発 

星
ほし

加
か

 邦
くに

博
ひろ

 象印マホービン株式会社 第一開発室 室長 電動ポット吐出安全装置の開発 

堀
ほっ

田
た

 繁
しげ

光
みつ

 堀田カーペット株式会社 代表取締役社長 新しい表面糸を持つカーペットの開発 

村
むら

田
た

 昭
しょう

市
いち

 株式会社ムラタ溶研 取締役 帯状金属薄板の突き合せ接合装置の開発 

湯
ゆ

本
もと

 好
よし

英
ひで

 グラパックジャパン株式会社 代表取締役社長 
裸眼立体視印刷物用マイクロレンズアレイの

製造法の開発 

渡
わた

部
なべ

 悠
ゆう

次
じ

 株式会社エムイーシー 代表取締役 超音波無圧式漏れ検査装置の開発 

 

 ○ 理解増進部門 

氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

青
あお

木
き

 正
まさ

博
ひろ

 
独立行政法人産業技術総合研究所 広報部 地質

標本館 館長 

地質標本館活動を通じた地球科学や地下資源

に関する理解増進 
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氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

淺
あさ

原
はら

 雅
まさ

浩
ひろ

 国立大学法人福井大学 教育地域科学部 准教授

丹
たん

松
まつ

 美
み

由
ゆ

紀
き

 国立大学法人鳥取大学 工学部 技術専門職員 

地域から拡がる小中学生からの科学の理解増

進 

厚
あつ

地
ち

 大
ひろ

司
し

 
(財)日本発明振興協会 こども発明教室 専任講

師 

こども発明教室を通じての科学技術の理解増

進 

井
いの

上
うえ

 昭
あき

彦
ひこ

 株式会社朝倉書店 専務取締役 
多年にわたる『内科学』の出版活動による医学

知識の理解増進 

川
かわ

村
むら

 康
やす

文
ふみ

 東京理科大学 理学部第一部物理学科 准教授 
理科実験教室による青少年・市民の科学技術の

幅広い理解増進 

清
きよ

本
もと

 英
ひで

男
お

 野口遵顕彰会 会長 
『ジュニア科学者の翼』事業による科学技術へ

の理解増進 

小
こ

林
ばやし

 學
まなぶ

 国立大学法人筑波大学 名誉教授 
青少年への創造性・理科教育についての普及啓

発 

澤
さわ

口
ぐち

 聡
とし

子
こ

 
東京女子医科大学 医学部法医学講座 准教授・

先端生命医科学研究所 准教授 

乳幼児突然死症候群を中心とする小児法医学

の理解増進 

鈴
すず

木
き

 謙
けん

三
ぞう

 マテック八尾 ロボット分科会 会長 
学校と連携したものづくり実践教育による科

学技術の理解増進 

髙
たか

橋
はし

 和
かず

雄
お

 国立大学法人長崎大学 工学部 教授 
雲仙火山災害を教訓とした火山防災と復興対

策の理解増進 

高
たか

柳
やなぎ

 雄
ゆう

一
いち

 多摩六都科学館 館長 
科学番組の制作及びアウトリーチ活動の普及

啓発 

竹
たけ

西
にし

 素
もと

子
こ

 
株式会社オーム社出版局「ロボコンマガジン」 編

集長 

ロボコンマガジンを通じて青少年のもの作り

への理解増進 

槌
つち

田
だ

 博
ひろ

文
ふみ

 
オリンパス株式会社 研究開発センター 研究開

発本部 光学技術部長 

わくわくプロジェクトを通した子供達の科学

技術理解増進 

中
なか

井
い

 信
まこと

 独立行政法人農業環境技術研究所 上席研究員 

浜
はま

崎
ざき

 忠
ただ

雄
お

 国立大学法人鹿児島大学 農学部 教授 

大
おお

倉
くら

 利
とし

明
あき

 独立行政法人農業環境技術研究所 主任研究員 

太
おお

田
た

 健
たけし

 
独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 

中央農業総合研究センター 上席研究員 

小
お

原
ばら

 洋
ひろし

 独立行政法人農業環境技術研究所 主任研究員 

土壌モノリスを活用した土の理解増進 

野
の

田
だ

 公
まさ

俊
とし

 国立大学法人千葉大学 大学院医学研究院 教授
小中高校生等への微生物学の最新知識の紹介

とその理解増進 

村
むら

山
やま

 髙
たか

志
し

 株式会社培風館 編集部 顧問 
『物理学辞典』の20余年継続刊行による科学技

術の理解増進 

森
もり

田
た

 真
まさ

裕
ひろ

 近畿大学 生物理工学部 遺伝子工学科 ４年生
体細胞クローンマウスによる生命科学研究教

育の普及啓発 

山
やま

口
ぐち

 晴
はれ

幸
ゆき

 
防衛大学校 システム工学群 建設環境工学科 教

授 

深刻化する海岸漂着ゴミ問題解決への普及啓

発 

山
やま

田
だ

 英
ひで

徳
のり

 
(財)日本科学技術振興財団 参与 科学技術館副

館長 
科学館・博物館を通した科学技術の理解増進 

渡
わた

邊
なべ

 治
おさむ

 
国立大学法人東京工業大学 大学院情報理工学研

究科 教授 

松
まつ

田
だ

 裕
ゆう

幸
こう

 
国立大学法人東京工業大学 学術国際情報セン

ター 助教 

菊
きく

池
ち

 誠
まこと

 
国立大学法人大阪大学 サイバーメディアセン

ター 教授 

スーパーコン（電脳甲子園）による計算機科学

への理解増進 

渡
わた

部
なべ

 潤
じゅん

一
いち

 
大学共同利用機関法人自然科学研究機構 国立天

文台天文情報センター 准教授 

縣
あがた

 秀
ひで

彦
ひこ

 
大学共同利用機関法人自然科学研究機構 国立天

文台天文情報センター 准教授 

新しい惑星定義の理解増進ならびに普及啓発 

 

 ○ 若手科学者賞 

氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

青
あお

木
き

 隆
たか

朗
お

 独立行政法人科学技術振興機構 専任研究員 
量子光学分野における量子情報処理技術の研

究 
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氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

秋
あき

山
やま

 修
しゅう

志
じ

 
独立行政法人科学技術振興機構 さきがけ専任研

究者 「生命現象と計測分析」 

X線小角散乱を用いたシグナル感知・伝達・応

答機構の研究 

秋
あき

山
やま

 充
みつ

良
よし

 
国立大学法人東北大学 大学院工学研究科 准教

授  

超高性能構造部材の開発及びライフタイム評

価の研究 

吾
あ

郷
ごう

 浩
ひろ

樹
き

 
国立大学法人九州大学 先導物質化学研究所 准

教授  
カーボンナノチューブの成長と機能化の研究 

荒
あら

川
かわ

 知
とも

幸
ゆき

 国立大学法人奈良女子大学 理学部 准教授  無限次元代数の表現論の研究 

池
いけ

谷
がや

 裕
ゆう

二
じ

 
国立大学法人東京大学 大学院薬学系研究科 准

教授  
神経回路システムの機能と可塑性の研究 

石
いし

井
い

 久
く

美
み

子
こ

 

（田
た

中
なか

 久
く

美
み

子
こ

） 

国立大学法人東京大学 大学院情報理工学系研究

科 准教授  

言語統計に基づく予測を利用した文書入力方

法に関する研究 

磯
いそ

部
べ

 寛
ひろ

之
ゆき

 国立大学法人東北大学 大学院理学研究科 教授
ナノカーボン分野における機能性化学修飾分

子に関する研究 

板
いた

井
い

 章
あき

浩
ひろ

 国立大学法人鳥取大学 農学部 准教授  
ナシ果実の貯蔵性に関する分子マーカーの開

発と育種の研究 

井
い

戸
ど

 哲
てつ

也
や

 
独立行政法人情報通信研究機構 光・時空標準グ

ループ 主任研究員  

中性Sｒ原子のレーザ冷却とその無反跳高分

解能分光の研究 

伊
い

藤
とう

 剛
たけし

 
独立行政法人農業生物資源研究所 基盤研究領域

ゲノム情報研究ユニット ユニット長  

大規模ゲノムアノテーションに基づくゲノム

情報有用化の研究 

井
いの

上
うえ

 弘
こう

士
じ

 
国立大学法人九州大学 大学院システム情報科学

研究院 准教授  

次世代コンピュータ向けキャッシュ・メモリの

研究 

岩
いわ

井
い

 宏
ひろ

暁
あき

 
国立大学法人筑波大学 大学院生命環境科学研究

科 講師  

高等植物の細胞接着におけるペクチンの生合

成と機能の研究 

岩
いわ

崎
さき

 秀
ひで

雄
お

 早稲田大学 理工学術院 准教授 
シアノバクテリアの概日リズム機構について

の研究 

岩
いわ

田
た

 佳
よし

之
ゆき

 
独立行政法人放射線医学総合研究所 重粒子医科

学センター物理工学部 主任研究員 
高効率小型線形加速器の研究 

印
いん

南
なん

 秀
ひで

樹
き

 
国立大学法人総合研究大学院大学 葉山高等研究

センター 准教授 

ゲノム進化と理論集団遺伝学を融合する新分

野創造の研究 

上
うえ

野
の

 隆
たか

史
ふみ

 
国立大学法人名古屋大学 大学院理学研究科物質

理学専攻 助教  

蛋白質超分子を用いたナノ材料開発に関する

研究 

内
うち

村
むら

 太
た

郎
ろう

 
国立大学法人東京大学 大学院工学系研究科 准

教授  

土構造物の堅さと耐震性を飛躍的に向上する

技術の研究 

榎
え

本
もと

 和
かず

生
お

 
大学共同利用機関法人情報･システム研究機構 国

立遺伝学研究所 新分野創造センター 准教授 
細胞膜形態を規定する分子・構造基盤の研究 

大
おお

路
じ

 真
ま

美
み

 

（田
た

中
なか

 真
ま

美
み

） 

国立大学法人東北大学 大学院工学研究科 准教

授  

機能性材料を用いた触覚センサシステムの研

究 

大
おお

西
にし

 康
やす

夫
お

 
国立大学法人東京大学 大学院農学生命科学研究

科 准教授 

放線菌の遺伝子発現制御機構と新規生合成酵

素の研究 

大
おお

山
やま

 直
なお

幸
ゆき

 
独立行政法人日本原子力研究開発機構 核融合研

究開発部門 研究副主幹  

プラズマ回転制御によるトカマクプラズマの

高性能化の研究 

岡
おか

田
だ

 昌
まさ

史
ふみ

 
国立大学法人東京工業大学 大学院理工学研究科

准教授  

情報と機構の非線形性が現象として実在化す

る巧な運動の研究 

沖
おき

野
の

 望
のぞむ

 
国立大学法人九州大学 大学院農学研究院 准教

授  

細菌由来新規スフィンゴ脂質分解酵素の発見

と応用の研究 

小
お

澤
ざわ

 登
なる

高
たか

 
国立大学法人東京大学 大学院数理科学研究科 

准教授  
作用素環と離散群の研究 

会
かい

田
た

 昭
しょう

二
じ

郎
ろう

 

独立行政法人理化学研究所 知的財産戦略セン

ター エラストマー精密重合研究チーム 副チー

ムリーダー  

希土類金属錯体触媒によるジエン類の精密重

合の研究 

金
かね

子
こ

 俊
とし

郎
ろう

 
国立大学法人東北大学 大学院工学研究科 准教

授  

プラズマフロー制御による構造形成機構の研

究 

川
かわ

根
ね

 公
こう

樹
き

 国立大学法人京都大学 大学院医学研究科 助教 分解を免れたDNAによる自己免疫疾患の研究

岸
きし

田
だ

 英
ひで

夫
お

 
国立大学法人名古屋大学 大学院工学研究科 准

教授  

低次元強相関絶縁体における非線形光学応答

の研究 

木
き

村
むら

 憲
のり

彰
あき

 国立大学法人東北大学 大学院理学研究科 助教
反転対称性の破れた超伝導物質の開発と異方

性の研究 
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氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

櫛
くし

引
びき

 俊
とし

宏
ひろ

 
国立大学法人大阪大学 大学院工学研究科 特任

講師  

ドラッグデリバリーシステムと光技術による

細胞機能制御の研究 

桑
くわ

野
の

 良
りょう

一
いち

 
国立大学法人九州大学 大学院理学研究院 准教

授  
複素芳香族化合物の触媒的不斉水素化の研究 

後
ご

藤
とう

 真
まさ

孝
たか

 
独立行政法人産業技術総合研究所 情報技術研究

部門  主任研究員  

計算機による音の理解とそれに基づく音イン

タフェースの研究 

齊
さい

藤
とう

 晋
くに

聖
まさ

 
国立大学法人北海道大学 大学院情報科学研究科

准教授  

フォトニック結晶ファイバの高精度解析と最

適設計の研究 

坂
さか

口
ぐち

 仁
きみ

子
こ

 

独立行政法人理化学研究所 仁科加速器研究セン

ター 本林重イオン核物理研究室 仁科センター

研究員  

重陽子－陽子散乱の高精度測定による原子核

内三体力の研究 

佐
さ

々
さ

木
き

 雄
たけ

彦
ひこ

 国立大学法人秋田大学 医学部 教授 
細胞膜イノシトールリン脂質代謝による生体

制御機構の研究 

佐々
さ っ さ

 千
ち

由
ゆ

紀
き

 
独立行政法人水産総合研究センター 西海区水産

研究所 東シナ海漁業資源部 研究員   

西部北太平洋における中・深層性魚類の初期生

態の研究 

佐
さ

藤
とう

 守
もり

俊
とし

 
国立大学法人東京大学 大学院総合文化研究科 

准教授  

生細胞内における分子過程の可視化計測法の

研究 

佐
さ

野
の

 大
だい

輔
すけ

 
バルセロナ大学 生物学部 微生物学科・独立行

政法人日本学術振興会海外特別研究員  

活性汚泥細菌からの機能性タンパク質分離の

研究 

荘
しょう

司
じ

 洋
よう

三
ぞう

 

独立行政法人情報通信研究機構 第一研究部門 

新世代ワイヤレス研究センター 宇宙通信ネット

ワークグループ 主任研究員  

無線通信工学分野におけるミリ波帯高能率無

線通信技術の研究 

白
しら

樫
かし

 了
りょう

 国立大学法人東京大学 生産技術研究所 准教授 生体の長期高品位保存の研究 

瀬
せ

藤
とう

 光
みつ

利
とし

 

大学共同機関利用法人自然科学研究機構 生理学

研究所 岡崎統合バイオサイエンスセンター 戦

略的方法論研究領域 准教授  

可視化によるグルタミン酸シグナル伝達の研

究 

Sergey
せ る げ い

 

Saveliev
さ び り ふ ぁ

 

独立行政法人理化学研究所 基幹研究所 単量子

操作研究グループ デジタル・マテリアル研究チー

ム 客員研究員  

超伝導体中の磁束量子の制御の研究 

高
たか

尾
お

 英
ひで

邦
くに

 
国立大学法人豊橋技術科学大学 インテリジェン

トセンシングシステムリサーチセンター 准教授

半導体工学分野における知能化センシングデ

バイスの研究 

高
たか

岡
おか

 秀
ひで

夫
お

 
国立大学法人神戸大学 大学院理学研究科 准教

授  

非線形分散型方程式の弱解に対する大域解析

の研究 

田
た

口
ぐち

 哲
てつ

志
し

 
独立行政法人物質･材料研究機構 生体材料セン

ター 主任研究員  
生体組織界面を接合する材料技術の研究 

竹
たけ

内
うち

 昌
しょう

治
じ

 国立大学法人東京大学 生産技術研究所 准教授
工学分野におけるバイオマイクロシステムの

研究 

竹
たけ

村
むら

 俊
とし

彦
ひこ

 国立大学法人九州大学 応用力学研究所 准教授
エアロゾルの気候に対する影響の定量的評価

の研究 

田
た

中
なか

 敬
けい

二
じ

 
国立大学法人九州大学 大学院工学研究院 准教

授  
異種相界面における高分子ナノ物性の研究 

田
た

中
なか

 真
まさ

樹
き

 
国立大学法人北海道大学 大学院医学研究科 准

教授  

視床および前頭葉による眼球運動の随意性制

御の研究 

田
た

中
なか

 元
もと

雅
まさ

 
独立行政法人理化学研究所 脳科学総合研究セン

ター 田中研究ユニット ユニットリーダー  

蛋白質のミスフォールディングが関わる神経

変性疾患の研究 

村
むら

 健
たけし

 
国立大学法人東京大学 大学院情報理工学系研究

科 准教授  

学際分野における実世界指向メディア技術の

研究 

成
なり

田
た

 哲
あき

博
ひろ

 
国立大学法人名古屋大学 大学院理学研究科 助

教 

電子顕微鏡によるアクチンフィラメント端複

合体構造の研究 

西
にし

野
の

 邦
くに

彦
ひこ

 国立大学法人大阪大学 産業科学研究所 助教 
細菌ゲノムに潜む多剤耐性因子と制御機構の

研究 

長
は

谷
せ

 純
よし

宏
ひろ

 
独立行政法人日本原子力研究開発機構 量子ビー

ム応用研究部門 研究員 

イオンビーム育種技術を用いた有用植物品種

創成の研究 

長
は

谷
せ

川
がわ

 真
まさ

人
ひと

 国立大学法人京都大学 数理解析研究所 教授 プログラミング言語の意味論の研究 

林
はやし

 克
かつ

郎
ろう

 

国立大学法人東京工業大学 応用セラミックス研

究所 附属セキュアマテリアル研究センター 准

教授  

活性陰イオンを起源とするC12A7結晶の機能

性開拓の研究 

深
ふか

田
た

 正
まさ

紀
き

 
大学共同利用機関法人自然科学研究機構 生理学

研究所 生体膜研究部門 教授  
蛋白質の細胞膜への局在化機構に関する研究 
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氏  名
ふ り が な

 職   名 業  績  名 

福
ふく

島
しま

 孝
たか

典
のり

 
独立行政法人理化学研究所 フロンティア研究シ

ステム チームリーダー 
パイ電子系ナノ材料の研究 

福
ふく

留
とめ

 秀
ひで

暢
のぶ

 
(株)富士通研究所 シリコンテクノロジ開発研究

所 研究員  

微細トランジスタの2次元不純物分布ナノ計

測技術の研究 

藤
ふじ

野
の

 修
おさむ

 
国立大学法人名古屋大学 大学院多元数理科学研

究科 准教授  
高次元代数多様体の双有理幾何学の研究 

牧
まき

野
の

 和
かず

久
ひさ

 
国立大学法人東京大学 大学院情報理工学系研究

科 准教授  
離散列挙問題に対するアルゴリズムの研究 

松
まつ

浦
うら

 和
かず

則
のり

 
国立大学法人九州大学 大学院工学研究院 准教

授  

生体分子の自己集合による新しいナノ構造体

構築の研究 

松
まつ

浦
うら

 健
けん

二
じ

 
国立大学法人岡山大学 大学院環境学研究科 助

教  

シロアリと卵擬態菌核菌の相互作用機構と応

用技術の研究 

松
まつ

田
だ

 勝
まさる

 
国立大学法人宇都宮大学 バイオサイエンス教育

研究センター 准教授 

メダカ性決定遺伝子の同定による性判別シス

テム構築の研究 

松
まつ

永
なが

 幸
さち

大
ひろ

 国立大学法人大阪大学 大学院工学研究科 講師
超顕微技術による染色体形態構築メカニズム

の研究 

村
むら

橋
はし

 哲
てつ

郎
ろう

 
国立大学法人大阪大学 大学院工学研究科 准教

授  
サンドイッチ型金属クラスターの研究 

山
やま

田
だ

 陽
よう

一
いち

 
独立行政法人理化学研究所 フロンティア研究シ

ステム 副チームリーダー 
自己組織化金属高分子触媒創製の研究 

横
よこ

田
た

 秀
ひで

夫
お

 

独立行政法人理化学研究所 知的財産戦略セン

ター VCADシステム研究プログラム 生物基盤

構築チーム チームリーダー 

生体及び細胞の計算機モデル構築の研究 

横
よこ

山
やま

 雅
まさ

之
ゆき

 
大学共同利用機関法人自然科学研究機構 核融合

科学研究所 大型ヘリカル研究部 准教授  

磁場の三次元性を活用した無電流プラズマ高

性能化の研究 

吉
よし

田
だ

 清
きよ

嗣
つぐ

 
国立大学法人東京医科歯科大学 難治疾患研究所

准教授 

DNA損傷における細胞内情報伝達と細胞死誘

導機構の研究 

米
よね

田
だ

 美
み

佐
さ

子
こ

 国立大学法人東京大学 医科学研究所 助教  パラミクソウイルスの感染成立機序の研究 

  

 

（ナイスステップな研究者） 

文部科学省科学技術政策研究所では、平成17年より、毎年10名程度「ナイスステップな研究者」

を選定している。平成20年は、科学技術政策研究所の調査研究活動及び科学技術政策研究所の専

門家ネットワーク（約2,000人）の意見を参考に、ここ数年間に成された科学技術に関する顕著な

業績の中から以下の方々を選び、平成20年12月に公表した（第２-４-２表）。 

表彰式の様子 
写真：文部科学省 

科学技術特別賞受賞者 
（左）山中教授 （右）渡海文部科学大臣（当時）

写真：文部科学省 



 

第２部 科学技術の振興に関して講じた施策 

 

Keyword:  

Filename: 02-04.doc 

Template: 2009 科学技術白書.dot 

226 

 

第２-４-２表  ナイスステップな研究者選定者一覧 
  

部 門 氏 名 所 属 選 定 理 由 

新津洋司郎 札幌医科大学 分子標的探索講座 

特任教授 

肝硬変など様々な難治性疾患の治療法開発に 

よる医療への貢献 

細野秀雄 東京工業大学 

フロンティア研究センター 教授 

第３の超伝導物質、鉄系新高温超伝導体を発見 

三浦道子 広島大学 

大学院先端物質科学研究科 教授 

半導体超微細化時代に適合する技術的に卓越した

トランジスタモデルの開発と国際標準化の獲得 

山口茂弘 名古屋大学 大学院理学研究科 

教授 

典型元素の基礎化学を通じて高性能有機エレクト

ロニクス材料を創出 

研究部門 

若山照彦 独立行政法人理化学研究所 

発生・再生科学総合研究センター 

ゲノム・リプログラミング研究チーム 

チームリーダー 

凍結死体の体細胞からのクローン個体作出に成功

池田裕二郎 日本原子力研究開発機構J-PARCセンター

物質・生命科学ディビジョン長 

長谷川和男 日本原子力研究開発機構J-PARCセンター

加速器ディビジョン加速器第1セクショ

ンリーダー 

金正倫計 日本原子力研究開発機構J-PARCセンター

加速器ディビジョン加速器第２セクショ

ンリーダー 

先端的な加速器パルス中性子源の開発 プロジェク

ト・国際研

究交流部門 

嶋田雅曉 長崎大学 熱帯医学研究所 教授 ケニアを拠点として感染症対策に係る国際研究交

流を推進 

河野（平田） 

典子 

日本大学 理工学部数学科 教授 男女共同参画、女性研究者支援、女子学生に対す

る教育活動に貢献 

人材育成・

男女共同参

画部門 

 
米田仁紀 電気通信大学 

レーザー新世代研究センター 教授 

先進的な工学系大学院教育プログラムの開発と実

施における貢献 

成果普及・

理解増進部

門 

新井紀子 国立情報学研究所 

情報社会相関研究系 教授 

Webを活用した情報共有サイト構築ソフトを無

償公開し、新たな学校教育手法を全国的に展開。

また、数学嫌いの人々等を対象に青少年・一般向

けの数学入門書を多数執筆 

  

（恩
おん

賜
し

賞、日本学士院賞、日本学士院エジンバラ公賞） 

恩
おん

賜
し

賞並びに日本学士院賞は、学術上特に優れた論文、著書その他の研究業績に対して授賞を

行うものである。日本学士院賞は毎年９件以内に授賞が行われ、恩
おん

賜
し

賞は日本学士院賞の中から、

毎年第１部（人文科学部門）・第２部（自然科学部門）の各部１件以内に授賞が行われている。過

去の受賞者のうち、湯川秀樹（昭和15年）、朝永振一郎（昭和23年）、福井謙一（昭和37年）、江

崎玲於奈（昭和40年）、小林誠（昭和60年）、益川敏英（昭和60年）、小柴昌俊（平成元年）、野依

良治（平成７年）、の８名は、後にノーベル賞を受賞している。また、日本学士院エジンバラ公賞

は、昭和62年に、日本学士院名誉会員エジンバラ公フィリップ殿下からの申出により創設され、

広く自然保護及び種の保全の基礎となる優れた学術的研究成果を上げた日本人研究者に対し、隔

年で１件の授賞が行われている。平成20年度については、６月９日に日本学士院において、天皇

皇后両陛下御臨席の下、授賞式が執り行われた（第２ｰ４ｰ３表）。 
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第２-４-３表 恩
お ん

賜
し

賞、日本学士院賞、日本学士院エジンバラ公賞受賞者一覧 
  

 ＜受賞者一覧＞ 

賞名 受賞者氏名 現職機関 職名 授賞の対象となった研究業績 

恩
おん

賜
し

賞・日本学

士院賞 
諸
モロ

熊
クマ

 奎
ケイ

治
ジ

 

京都大学福井謙一記念研究センター・リ

サーチリーダー、米国・エモリー大学名

誉教授、分子科学研究所名誉教授、総合

研究大学院大学名誉教授 

分子の構造・機能・反応設計に関する理

論的研究 

保
ホ

坂
サカ

 髙
タカ

殿
ヤ

 千葉大学文学部教授 
ローマ帝政初期のユダヤ・キリスト教迫

害 

大
オオ

竹
タケ

 文
フミ

雄
オ

 大阪大学社会経済研究所長・教授 日本の不平等 

藤
フジ

吉
ヨシ

 好
ヨシ

則
ノリ

 京都大学大学院理学研究科教授 
極低温電子顕微鏡の開発による膜タンパ

ク質の構造決定 

中
ナカ

井
イ

 直
ナオ

正
マサ

 筑波大学大学院数理物質科学研究科教授 

水メーザー源のVLBI観測による活動銀

河中心核と巨大質量ブラックホールの研

究 

長
ハ

谷
セ

川
ガワ

 晃
アキラ

 
ソリトン通信代表、中国・天津大学客座

教授、中国・浙江大学客座教授 

ファイバー中の光ソリトンの発見とプラ

ズマ乱流の自己組織化に関する研究 

大
オオ

山
ヤマ

 莞
カン

爾
ジ

 
石川県立大学生物資源工学研究所教授、

京都大学名誉教授 

植物核外ゲノム及び性染色体の遺伝子構

成と分子進化に関する研究―ゼニゴケゲ

ノムを中心として― 

寒
カン

川
ガワ

 賢
ケン

治
ジ

 国立循環器病センター研究所長 
新しい生理活性ペプチドの発見とその基

盤的研究―グレリンを中心として― 

日本学士院賞 

永
ナガ

井
イ

 美
ヨシ

之
ユキ

 

独立行政法人理化学研究所感染症研究

ネットワーク支援センター長、名古屋大

学名誉教授 

パラミクソウイルス病原性の分子基盤の

解明と新規発現ベクターの創出 

日本学士院エジ

ンバラ公賞 
和
ワ

田
ダ

 英
エイ

太
タ

郎
ロウ

 

独立行政法人海洋研究開発機構地球環境

フロンティア研究センター生態系変動予

測プログラムディレクター、京都大学名

誉教授、総合地球環境学研究所名誉教授 

流域単位の生態系の多様な構造の解明と

環境変動への応答に関する研究―とくに

安定同位体フィンガープリント法を駆使

したその総合― 

※所属機関・職名は授賞時 
  

 

 （後列左より） 永井美之受賞者、大山莞爾受賞者、中井直正受賞者、長谷川晃受賞者、 

  寒川賢治受賞者、和田英太郎受賞者 

 （前列左より） 大竹文雄受賞者、諸熊奎治受賞者、中根千枝日本学士院第１部部長、 

  久保正彰日本学士院長、杉村隆日本学士院幹事、 

  古在由秀日本学士院第２部部長、保坂髙殿受賞者、藤吉好則受賞者 

写真提供：日本学士院 
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（日本学術振興会賞） 

日本学術振興会は、人文科学から自然科学までのあらゆる分野を対象に、創造性に富み優れた

研究能力を有する若手研究者を早い段階から検証し、その研究を奨励することにより、若手研究

者の研究意欲を高め、更なる活躍を促すものとして、平成16年度に日本学術振興会賞を創設した。

平成20年度については、３月９日に日本学士院において秋篠宮同妃両殿下の御臨席の下、授賞式

が執り行われた（第２ｰ４ｰ４表）。 

 

第２-４-４表  日本学術振興会賞受賞者一覧 
  

 ＜受賞者一覧＞ 

系別 受賞者氏名 現職機関 職名 授賞の対象となった研究業績 

有
アリ

田
タ

 伸
シン

 
東京大学 
大学院総合文化研究科 准教授 

教育と社会階層の日韓比較社会研究 

中
ナカ

井
イ

 亜
ア

佐
サ

子
コ

 
一橋大学 

大学院言語社会研究科 准教授 
英語圏文学とポストコロニアル批評 

古
フル

澤
サワ

 泰
タイ

治
ジ

 
一橋大学 
大学院経済学研究科 教授 

国際政治経済学へのゲーム理論的アプ
ローチ 

人社系 

宮
ミヤ

 紀
ノリ

子
コ

 
京都大学 

人文科学研究所 助教 
モンゴル時代の文化政策と出版活動 

伊
イ

藤
トウ

 公
コウ

平
ヘイ

 
慶應義塾大学 
理工学部 教授 

半導体同位体工学の創出 

井
イノ

上
ウエ

 邦
クニ

雄
オ

 
東北大学 

大学院理学研究科 教授 

原子炉を用いたニュートリノ振動の精密

測定 

井
イノ

上
ウエ

 将
マサ

行
ユキ

 
東京大学 
大学院薬学系研究科 教授 

海洋環状ポリエーテル類の全合成研究 

上
ウエ

田
ダ

 正
マサ

仁
ヒト

 
東京大学 

大学院理学系研究科 教授 
冷却原子気体の理論 

小
オ

江
ゴウ

 誠
セイ

司
ジ

 
九州大学 
未来化学創造センター 教授 

水溶性金属アクア錯体を用いた水中・常
温・常圧での水素分子の活性化 

小
コ

林
バヤシ

 直
ナオ

樹
キ

 
東北大学 

大学院情報科学研究科 教授 
ソフトウェア検証のための型理論 

染
ソメ

谷
ヤ

 隆
タカ

夫
オ

 
東京大学 
大学院工学系研究科 准教授 

有機トランジスタの基礎と大面積エレク
トロニクスへの応用に関する研究 

辻
ツジ

 雄
タケシ

 
東京大学 

大学院数理科学研究科 准教授 
ｐ進ホッジ理論とその応用 

辻
ツジ

 伸
ノブ

泰
ヒロ

 
大阪大学 
大学院工学研究科 准教授 

超微細粒金属材料に関する研究 

納
ノウ

富
トミ

 雅
マサ

也
ヤ

 
日本電信電話株式会社 

NTT物性科学基礎研究所 主幹研究員 

フォトニック結晶中の新奇な物理現象の

探索とその応用 

理工系 

廣
ヒロ

瀬
セ

 敬
ケイ

 
東京工業大学 
大学院理工学研究科 教授 

超高圧高温下における地球惑星内部物質
の実験的研究 

勝
カツ

野
ノ

 雅
マサ

央
ヒサ

 
名古屋大学 

高等研究院 特任講師 

神経変性疾患の病態解明および治療法開

発 

小
コ

泉
イズミ

 修
シュウ

一
イチ

 
山梨大学 
大学院医学工学総合研究部 教授 

グリア細胞による脳機能の制御 

沢
サワ

村
ムラ

 達
タツ

也
ヤ

 
国立循環器病センター 

脈管生理部 部長 

循環器疾患克服に向けた血管機能異常の

分子機構解明 

白
シラ

髭
ヒゲ

 克
カツ

彦
ヒコ

 
東京工業大学 
大学院生命理工学研究科 教授 

ゲノム情報を基盤とした染色体解析技術
の確立とその応用 

鳥
トリ

居
イ

 啓
ケイ

子
コ

 
ワシントン大学 

生物学部 アソシエイトプロフェッサー

植物の気孔のパターン形成と分化のメカ

ニズムの解明 

濡
ヌレ

木
キ

 理
オサム

 
東京大学 
医科学研究所 教授 

遺伝暗号翻訳の動的機構の構造基盤 

柳
ヤナギ

澤
サワ

 純
ジュン

 
筑波大学 

先端学際領域研究センター 教授 

細胞のエネルギー恒常性を調節する分子

機構の研究 

吉
ヨシ

村
ムラ

 崇
タカシ

 
名古屋大学 
大学院生命農学研究科 教授 

春を感知するウズラの生物時計の仕組み

生物系 

若
ワカ

山
ヤマ

 照
テル

彦
ヒコ

 

理化学研究所 

発生・再生科学総合研究センター チー
ムリーダー 

バイオテクノロジーによる新たな動物繁

殖技術の開発 

※所属機関・職名は授賞時 
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